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奈良県植物防疫協会 岡山 健夫

平成２９年９月１９～２０日に大阪府立

大学において総会、シンポジウム並びに 83

演題の一般講演が行われた。

シンポジウムでは、名古屋大学の柘植部会

長より「宿主特異的毒素獲得による

Alternaria alternataの病原菌化は適応進化

か？」という演題で講演が行われた。ナシ

黒斑病を引き起こす本菌は、本来腐生的な

糸状菌であるが、宿主作物にのみ毒性をも

つ宿主特異的毒素によって病原性が決定さ

れる。新品種の導入によって突如発生した

この病害は、新品種と菌の不幸な偶然と考

えられていたが、病原菌化は強い選択圧に

よる適応進化であることが遺伝子の分子系

統解析によって明らかにされた。

一般講演では、奈良県農業研究開発セン

ターの浅野研究員がキク矮化ウイロイドの

感染について発表し、接木に用いる穂木は、

栄養生長時のものが高率に感染し、ロゼッ

ト状態では感染率が低下するとした。同じ

く芳田研究員は、キクべと病の発生状況と

温湯消毒および殺菌剤の防除効果を発表し

た。挿し芽の温湯処理は 46℃、3分間で

顕著な効果があったが、多発条件で供試
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した殺菌剤は防除価が 50以下であった。

三重大学の甲村氏らは、病原菌を迅速検

出できる LAMP－ FLP法用キットと新た

に設計したプライマーを用いて、ムギ赤か

び病菌のベノミル耐性株が検出できること

を報告した。岐阜大学の日恵野氏らは、

LAMP法と rDNA-ITS領域から設計した特

異的プライマーを用い、輸入検疫有害菌で

ある樹木の疫病菌 3種やピシウム菌を約

20分で検出できるとした。

新病害では、愛知農総試からイチジク疫

病菌 Phytophthora palmivoraによる地際部

が腐敗し、萎凋枯死する症状が報告された。

同じく愛知農総試から青シソモザイク病

は、ほ場周辺の露地に残った漏生株からシ

ソサビダニが移動し、ウイルスを伝搬して

いる可能性が指摘された。

難防除病害では、大阪環農水研の西村氏

らは湛液型の養液栽培ホウレンソウの萎凋

枯死株から Pythium属菌と Olpidium菌を分

離し、共感染の可能性を示唆した。香川農

試の生咲氏らは、キウイフルーツかいよう

病 biovar3対策として抵抗性品種と耕種防

除、無機銅剤の散布によって発生後も経済

栽培が継続できるとした。
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奈良県植物防疫協会 上田 加奈 

 

本講演は、平成 29年 9月 14日 に日本教

育会館一ツ橋ホールで開催された。6題中 2

題を紹介する。 

農研機構革新工学センターの藤岡修氏よ

り、「水稲の新しい移植法の展開」について

紹介があった。 

水稲移植栽培では一経営体あたりの負担

面積が年々増大し、育苗に要する時間・用

地・資材の確保が課題となっている。その 1

解決策として必要苗量・箱数を減らす方法を

検討する必要がある。 

これには、ほ場への植付株数を減らす「疎

植」、苗マット 1枚あたりの掻取り回数を増

やす「高密度播種育苗」という 2つの移植法

がある。 

疎植では 20箱/10aを 10箱/10aに半減で

き、高密度播種育苗では、1箱当りの播種量

を 2～3 倍(200～300g)にすることで、必要

な苗箱数を約 1/3に減少できる。 

今後、この新たな移植法は普及が見込まれ

る。しかし、普及を進めるにあたり、病害虫

防除での育苗箱施用剤の投薬量について検

討が必要になる。それは、現在の農薬使用量

は、慣行に合わせて設定されているためであ

る。疎植では株あたりの薬剤量は変わらない

が、面積あたりの薬剤量が減少する。また、

高密度播種育苗では株当り、面積あたりのど

ちらの薬剤量も減少するので、箱施用剤の効

果の低下が考えられる。このため、箱施用剤

の投薬量等の検討や他の農薬施用法を検討

していく必要がある。 

続いて、Meiji Seikaファルマ株式会社の

寺岡豪氏より、「水稲初期防除における新し

い粒剤施用法」について紹介があった。 

水稲病害虫防除剤は、始めは散布剤（粉

剤・水和剤、続いて粒剤、その後、平成 11

年に長期残効箱処理剤が開発された。これに

よって予防防除に劇的な変化が生じ、広域防

除による効果が安定した。先の講演でも提起

された課題から、作業時間の短縮・コスト削

減が薬剤防除にも必要となっており、そのた

めの施薬法の変更も必要となっている。現在

普及している箱処理では、播種時処理や移植

同時処理等、他の作業時に組み込めるが、苗

の廃棄や薬剤補充の手間や補充時の時間の

ロスなどが生じるため、移植速度を向上させ

る必要がある。 

これに適した施用法として、移植時側条施

用が推奨されている。側条施肥と同じ溝へ粒

剤を施用でき、市販の田植機にアタッチメン

トを取り付けて施用するので、初期費用が抑

えられ、正確な量をむら無く施用できる。ま

た、大型ホッパーの利用により 1度で 1ha

以上の施用が可能であり、投薬量が一定なた

め、疎植や高密度播種育苗など箱処理剤での

防除効果を不安視する移植法にも対応でき

る。ただ、側条施用での登録薬剤が少ないた

め、箱処理剤や本田剤からの転用や有効成分

の適性をみて、成分の吸収スピードと活性の

バランスが良い剤を選定し、側条施用に対応

した登録を進めていく必要がある。 
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奈良県病害虫防除所 井村 岳男

難防除害虫が「難防除」である理由は

様々である。果樹カメムシ類やトビイロ

ウンカのように、多発年には大量に飛来

し発生源を断ち切ることができないもの。

夏のカンザワハダニのように増殖が早く、

油断すると著しい被害になるもの。チャ

ノホコリダニのように微小で初期被害に

気付きにくいもの。中でも問題が大きい

のは、様々な薬剤に対する感受性を低下

させた高度抵抗性害虫であろう。そこで、

最近の県内における抵抗性害虫の殺虫剤

感受性の状況について紹介したい。

１．ナミハダニ黄緑型１．ナミハダニ黄緑型１．ナミハダニ黄緑型１．ナミハダニ黄緑型

ほ場によらず効果の高い剤は存在しな

い状況になっている。特に、スターマイ

ト、ダニサラバ等のMETI-Ⅱ系統は感受性

低下が著しく、同系統のダブルフェース

についてもかなり効果が低下している。M

ETI-Ⅲ系のマイトコーネとカネマイト、

マクロライド系のアファームとコロマイ

トは比較的効果の高いほ場が多いが、こ

れら４剤全ての効果が高いほ場はごく僅

かである。そのため、イチゴでは気門封

鎖剤や天敵製剤の導入を進めている。

２．ミナミキイロアザミウマ２．ミナミキイロアザミウマ２．ミナミキイロアザミウマ２．ミナミキイロアザミウマ

ほ場によらず防除効果が期待できるの

は、現時点ではモベントのみである。ス

ピノエース、プレオ、コテツ、ハチハチ、

その他ネオニコチノイド系薬剤はいずれ

かのほ場で感受性低下を確認しており、

アファームも防除効果はさほど高くない

場合が多い。そのため、露地ナスでは土

着天敵保護による防除を進めている。

３．ミカンキイロアザミウマ３．ミカンキイロアザミウマ３．ミカンキイロアザミウマ３．ミカンキイロアザミウマ

今年、県内のキク産地の一部で主力剤

であるスピノエースに対する感受性低下

を確認した。コテツ、トクチオン、プリ

ンスは比較的効果が高く、エビセクトも

被害抑制効果は期待できるが、いずれも

過去に比べると感受性は多少低下してき

ている。ローテーション散布を意識する

とともに、薬剤に頼らない防除技術の構

築を検討すべき時期になってきている。

４．ネギアザミウマ４．ネギアザミウマ４．ネギアザミウマ４．ネギアザミウマ

他府県では既に多くの剤で抵抗性が発

達しており、今年県内のネギでも、アル

バリン・スタークルの感受性低下を確認

した。苗潅注や株元潅注処理剤として多

用された為だと思われる。幸い、その他

の剤については効果は高いようなので、

防除薬剤の切り替えについて検討すべき

だと考えられる。

５．オオタバコガ５．オオタバコガ５．オオタバコガ５．オオタバコガ

今年、病害虫防除所で実施した感受性

検定では主力剤のいずれも効果は高かっ

た。しかし、最近多用されているプレバ

ソン等のジアミド系薬剤は、多くのチョ

ウ目害虫で抵抗性発達が報告されるよう

になってきており、オオタバコガに対し

ても連用は禁物である。

６．ワタアブラムシ６．ワタアブラムシ６．ワタアブラムシ６．ワタアブラムシ

数年前から他府県でネオニコチノイド

系薬剤に対する抵抗性発達が報告されて

いた。今年は県内でも、ウリ科作物のワ

タアブラムシにおいて、明らかにネオニ

コチノイド剤の効果が低い事例を何度か

観察している。幸い、ウララ、チェス、

コルト等の他系統剤は効果が高いので、

こういった薬剤とのローテーション散布

を今まで以上に意識すべきである。
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登録番号

農薬の種類 農薬の名称 申請者名

失効日

12466 ＢＰＭＣ・ＭＥＰ乳剤 サンケイスミバッサ乳剤７５ ｻﾝｹｲ 6/30

12989 ＭＰＰ乳剤 Ｔ－７．５バイセフト乳剤５０ 井筒屋 8/10

13385 ＢＰＭＣ・ＭＰＰ乳剤 Ｔ－７．５バイサン乳剤 井筒屋 6/26

14346 マラソン油剤 ヤシママラソン油剤２０ 住化ｸﾞﾘｰﾝ 9/21

15781 チオシクラム・ＢＰＭＣ粉剤 エビセクトバッサ粉剤ＤＬ 三井化学ｱｸﾞﾛ 7/11

15823 ＭＰＰ油剤 マウントＴ－７．５Ａ油剤 井筒屋 8/10

15824 ＭＰＰ油剤 マウントＴ－７．５Ｂ油剤 井筒屋 8/10

17141 ＭＥＰ乳剤 井筒屋スミパイン乳剤 井筒屋 8/10

19327 アセタミプリドくん煙剤 新富士モスピランジェット 新富士化成薬 9/10

20246 メタアルデヒド粒剤 大塚マイマイペレット OATｱｸﾞﾘｵ 9/27

20734 ペルメトリンマイクロカプセル剤 リプレースＭＣ 住化ｸﾞﾘｰﾝ 9/20

20892 チリカブリダニ剤 カブリダニＰＰ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ 9/3

20893 コレマンアブラバチ剤 アブラバチＡＣ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ 9/3

20901 イサエアヒメコバチ剤 ヒメコバチＤＩ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ 9/17

20902 ハモグリコマユバチ剤 コマユバチＤＳ ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ 9/17

21313 ＢＰＭＣ・ＭＥＰマイクロカプセル剤 スミアップＭＣ 住化ｸﾞﾘｰﾝ 9/20

21598 還元澱粉糖化物液剤 あめんこ１００ 住化ｸﾞﾘｰﾝ 9/20

21720 酸化フェンブタスズ水和剤 オサダンフロアブル BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ 7/11

22221 メタアルデヒド・ＮＡＣ粒剤 野菜ひろばＳ 富士ｸﾞﾘｰﾝ 8/10

22233 チオジカルブ水和剤 ラービンフロアブル ﾊﾞｲｴﾙ 8/27

23035 ＢＴ水和剤 トップクエスト 住化ｸﾞﾘｰﾝ 9/20

17615 エトフェンプロックス･ベンスルタップ･バリダマイシン･フサライド粉剤 ラブルーバントレバリダ粉剤ＤＬ 住友化学 7/24

19341 カルタップ・ペンシクロン粉剤 パダンモンセレン粉剤ＤＬ ｸﾐｱｲ化学 9/27

20235 フィプロニル・イソプロチオラン・ピロキロン粒剤 ローヌ・プーランピカピカ粒剤 BASFｼﾞｬﾊﾟﾝ 8/27

20853 フェンプロパトリン・テトラコナゾール液剤 ダブルプレーＡＬ 保土谷ｱｸﾞﾛﾃｯ 7/2

20857

エトフェンプロックス・メトキシフェノジド・トリシクラゾール粉剤

ビームトレランナー粉剤５ＤＬ ｸﾐｱｲ化学 7/2

21508 ブイゲットアドマイヤースピノ箱粒剤 ﾊﾞｲｴﾙ 6/1

21510 日農ブイゲットアドマイヤースピノ箱粒剤 日本農薬 6/1

21703

エチプロール・シラフルオフェン・カスガマイシン・フサライド粉剤

ホクコーゲットワン粉剤ＤＬ 北興化学 9/19

21854

エチプロール・シラフルオフェン・カスガマイシン・フサライド水和剤

ホクコーゲットワンフロアブル 北興化学 9/19

21861 エチプロール・カスガマイシン・フサライド粉剤 ホクコーカスラブキラップ粉剤ＤＬ 北興化学 9/19

21883 エチプロール・カスガマイシン・フサライド水和剤 ホクコーカスラブキラップフロアブル 北興化学 9/19

21907 エチプロール・バリダマイシン・フサライド粉剤 ホクコーラブサイドバリダキラップ粉剤 北興化学 9/19

22175 エトフェンプロックス・イミベンコナゾール水和剤 マネージトレボンフロアブル 北興化学 6/25

22558 クロチアニジン・プロベナゾール水和剤 側条オリゼメートダントツ顆粒⽔和剤 Meiji Seika 7/4

23243 クロチアニジン・テブフロキン・バリダマイシン粉剤 トライ２メイジン粉剤ＤＬ Meiji Seika 7/4

15932 フルトラニル水和剤 日産モンカット水和剤 日産化学 7/13

19309 ジフェノコナゾール・フルトラニル水和剤 バイプラスフロアブル 日本農薬 7/30

22145 ベノミル水和剤 ケルスケット 住化ｸﾞﾘｰﾝ 9/20

22214 銅水和剤 コサイドＤＦ ﾃﾞｭﾎﾟﾝ 7/23

7595 塩素酸塩粒剤 デゾレートＡＺ粒剤 ｶｰﾘｯﾄ 6/1

20223 日農クサストップＬフロアブル 日本農薬 8/24

20224 クサストップＬフロアブル ﾃﾞｭﾎﾟﾝ･ 8/24

20225 三菱キリフダ１キロ粒剤 日本農薬 8/24

20227 ヤシマキリフダ１キロ粒剤 協友ｱｸﾞﾘ 8/24

20233 インダノファン水和剤 トレビエース水和剤 日本農薬 8/27

20894 ブタクロール・ブロモブチド・ベンゾフェナップ水和剤 ホクコーハチクフロアブル 北興化学 9/5

21530

インダノファン・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン粒剤

協友ボス１キロ粒剤 協友ｱｸﾞﾘ 8/17

21542 テロス２５０グラム ｸﾐｱｲ化学 8/31

21543 ＳＤＳテロス２５０グラム ｴｽﾃﾞｨｰｴｽ 8/31

22182 イソウロン・シアナジン・ＤＢＮ粒剤 ワイドウェイＸ粒剤 保土谷ｱｸﾞﾛ 7/9

22183 イソウロン・シアナジン・ＤＢＮ粒剤 ネコソギエースＸ粒剤 ﾚｲﾝﾎﾞｰ 7/9

22235 ＤＣＭＵ水和剤 デュポン カーメックスＤ ｱﾀﾞﾏｼﾞｬﾊﾟﾝ 8/27

22238

クロメプロップ・フェントラザミド・ベンスルフロンメチル水和剤

ホクコーロングキックＬフロアブル 北興化学 9/10

22249

クロメプロップ・ダイムロン・フェントラザミド・ベン

スルフロンメチル粒剤

ホクコーロングキックＤ１キロ粒剤51 北興化学 9/10

23493 プロピリスルフロン粒剤 協友ゼータワンジャンボ 協友ｱｸﾞﾘ 7/9

17605 ビートアーミルア剤 ヨトウコン－Ｓ 信越化学 7/4

18431 ブルウェルア・ロウカルア剤 コンフューザー－Ｇ 信越化学 9/30

19290 リトルア剤 ヨトウコン－Ｈ 信越化学 7/22

殺虫剤

殺虫殺菌剤

殺菌剤

除草剤

その他（フェロモン剤）

イミダクロプリド・スピノサド・チアジニル粒剤

インダノファン・ベンスルフロンメチル水和剤

インダノファン・ピラゾスルフロンエチル粒剤

カフェンストロール・ベンゾビシクロン剤


